
今月の掲載記事
西諸地域での出産を少しでも安心できるものに（西諸合同特集）
狂犬病予防注射が始まります
TOPICS
pick up information
Face 人 加久藤中学校 吹奏楽部

665

特集
今こそ守ろう、郷土芸能
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時間 月 火 水 木 金 土 日・祝

9時～ 12時 ● ● ● ● ● ● －
14時～ 17 時 ● ● ● ● ● － －
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令
和
4
年
度
の
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
次
ペ
ー
ジ
の
日
程
表
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

生
涯
１
回
の
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、狂
犬
病
予
防
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
切
な
愛
犬
を
守
る
た
め
に
、必
ず
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
ど
の
会
場
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、都
合
の
良
い
場
所
・
時
間
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

生涯に一度の登録と年に一度の狂犬病予防注射は必ず受けましょう

令和 4 年度
登録と予防注射は飼い主の義務です犬の登録と狂犬病予防注射日程表

※予備日は、１回目の日程で予防注射を接種できなかった
犬が対象ですのでご注意ください。

日　付 会　場 時　間

4 月 13 日
（水）

今西公民館 9：00 ～    9：20

池島公民館 9：30 ～ 10：10

西上江公民館 10：20 ～ 10：30

中上江公民館 10：40 ～ 11：00

上上江公民館 11：10 ～ 11：40

4 月 14 日
（木）

西内竪公民館 9：00 ～    9：10

東内竪公民館 9：20 ～ 10：00

南岡松公民館 10：10 ～ 10：50

岡松運動場 11：00 ～ 11：20

4 月 19 日
（火）

前松原公民館 9：00 ～    9：20

松原公民館 9：30 ～   9：50

牧の原公民館 10：00 ～ 10：10

榎田公民館 10：20 ～ 10：40

東川北公民館 10：50 ～ 11：20

4 月 20 日
（水）

北昌明寺公民館 9：00 ～    9：20

吉田温泉・鹿の湯 9：30 ～    9：50

西川北公民館 10：00 ～ 10：30

下島内公民館 10：40 ～ 11：30

4 月 22 日
（金）

尾八重野コミュニティセンター 9：00 ～    9：30

東長江浦上公民館 9：40 ～ 10：00

西長江浦下営農研修センター 10：20 ～ 10：50

4 月 26 日
（火）

白鳥公民館 9：00 ～    9：30

末永公民館 9：40 ～ 10：00

田代公民館 10：10 ～ 10：40

出水公民館 11：00 ～ 11：20

4 月 27 日
（水）

灰塚公民館 9：00 ～    9：15

栗下地区営農研修館 9：25 ～   9：55

麓（加）公民館 10：10 ～ 10：30

市役所本庁（外来駐車場）10：40 ～ 11：40

4 月 28 日
（木）

南原田公民館 9：00 ～    9：30

中原田公民館 9：40 ～   9：55

五日市公民館 10：05 ～ 10：20

苧畑コミュニティセンター 10：40 ～ 11：10

大明司公民館 11：20 ～ 11：40

5 月 10 日
（火）

上浦公民館 9：00 ～    9：30

上向江公民館 9：50 ～ 10：10

中浦・熊野神社 10：20 ～ 10：40

上島内公民館 10：50 ～ 11：20

対象 生後 91 日以上の犬

料金 注射料：3,300 円
登録料：3,000 円（登録していない犬）

持参するもの 通知書、愛犬手帳または鑑札など
登録番号がわかるもの

犬
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

市民環境課 生活環境係
☎ 35-3731（直通）

●会場では、犬を抑えることができる人が
　同伴してください。

●興奮する犬もいますので、犬同士を近づけ過ぎない
　ようご注意ください。

●体調の悪い犬、または１カ月以内に
　別の注射を受けた犬については、
　注射会場の獣医師、または動物病院にご相談ください。

●会場では、新規登録・登録事項の変更、
　犬の死亡などの届け出も受け付けます。

●移動の関係で時間に制限があります。
　時間厳守でお越しください。

●雨天時でも実施します。

●マスク着用等の感染予防対策を実施のうえ、
　会場にお越しください。

日　付 会　場 時　間

5 月 11 日
（水）

大溝原公民館 9：00 ～    9：30

西郷公民館 9：40 ～ 10：00

湯田公民館 10：10 ～ 10：50

永山公民館 11：00 ～ 11：30

5 月 13 日
（金）

堀浦多目的集会施設 9：00 ～    9：40

上大河平公民館 9：50 ～ 10：20

下大河平公民館 10：30 ～ 11：00

東原田公民館 11：10 ～ 11：40

5 月 16 日
（月）

亀沢公民館 9：00 ～    9：30

柳水流公民館 9：40 ～ 10：00

南昌明寺・湯園公民館 10：10 ～ 10：30

真幸出張所（駐車場） 10：40 ～ 11：30

5 月 18 日
（水）

山内公民館 9：00 ～   9：10

前田公民館 9：20 ～ 10：00

坂元公民館 10：10 ～ 10：30

高野コミュニティセンター 10：50 ～ 11：10

5 月 20 日
（金）

飯野駅前地区体育館 9：00 ～ 10：10

飯野出張所（駐車場） 10：20 ～ 11：30

予　備　日

5 月 23 日
（月）

上浦公民館 9：00 ～    9：20

南岡松公民館 9：40 ～ 10：00

下島内公民館 10：20 ～ 10：40

真幸出張所（駐車場） 10：50 ～ 11：40

5 月 26 日
（木）

麓（加）公民館 9：00 ～    9：20

栗下地区営農研修館 9：30 ～   9：50

市役所本庁（外来駐車場）10：00 ～ 11：30

5 月 27 日
（金）

下大河平公民館 9：00 ～    9：20

飯野駅前地区体育館 9：30 ～ 10：00

中上江公民館 10：10 ～ 10：30

坂元公民館 10：40 ～ 10：50

飯野出張所（駐車場） 11：00 ～ 11：40

注意点

お問い合わせ

狂
犬
病
予
防
注
射
が
始
ま
り
ま
す
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先
人
が
営
々
と
築
い
て
き
た
素
晴
ら
し

い
文
化
と
伝
統
の
一
つ「
郷
土
芸
能
」。
豊

か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
ふ
る
さ
と
え
び
の

に
は
、
太
鼓
踊
り
を
は
じ
め
、
棒
踊
り
、
鎌

踊
り
、
神
楽
な
ど
多
種
多
様
な
芸
能
が
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
由
来
の
多
く
は
、

戦
国
時
代
の
後
期
か
ら
明
治
時
代
の
中
期

ま
で
に
さ
か
の
ぼ
り
、
現
在
の
鹿
児
島
県

の
各
地
か
ら
伝
わ
り
現
代
ま
で
、
そ
の
土

地
の
祭
礼
や
行
事
等
で
五
穀
豊
穣
の
祈
願

と
感
謝
を
表
す
舞
い
や
踊
り
が
披
露
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
脈
々
と
伝
承
さ
れ
て
き
た

そ
の
背
景
に
思
い
を
は
せ
る
と
、そ
こ
に
は
、

先
人
の
天
災
に
惑
わ
さ
れ
な
が
ら
も
た
く

ま
し
く
協
力
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
き
た
姿
、

戦
後
一
時
途
絶
え
て
い
た
地
元
の
行
事
を

復
活
さ
せ
て
き
た
情
熱
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
32
自
治
会
で
41
の
踊
り
な
ど

が
現
存
し
て
い
た
郷
土
芸
能（
※
）は
、
現

在
、活
動
数
が
13
団
体
に
ま
で
減
少
し
、少

子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
っ
て
、
ど
の
団
体

も
後
継
者
の
確
保
に
苦
労
さ
れ
て
い
る
状

況
で
す
。
ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
よ
る
行
事
の
中
止
で
披
露
の

機
会
が
失
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
地
域
内

の
語
ら
い
の
場
も
減
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
２
つ
の
保
存
会（
水
流
神
楽
保

存
会
と
上
浦
郷
土
芸
能
保
存
会
）の
取
り

組
み
を
紹
介
し
な
が
ら
、
郷
土
芸
能
の
こ

れ
か
ら
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

※
え
び
の
市
郷
土
芸
能
保
存
連
合
会
発
行「
え
び
の
市
の
郷

土
芸
能（
平
成
11
年
3
月
）よ
り

郷
土
芸
能
の
現
状

西長江浦の南方神社で踊る大太鼓踊り（令和 3年 8月29日撮影）

令和３年度　えびの市郷土芸能保存連合会（加盟団体一覧）

馬関田神楽（平成30年11月18日撮影）中上江鎌踊り（平成29年11月19日撮影）

郷土芸能現存数の推移

地区名

真幸

加久藤

上江

飯野

計

平成11年
３月時点

9

9

6

6

30

令和４年
２月時点

5

2

3

3

13

地区名

加久藤

真幸

上江

飯野

伝承地 保存会の名称 芸能が行われる機会 芸能が行われる場所

水流・東内竪地区

栗下地区

金屏風保存会

栗下郷土芸能保存会

水流・東内竪地区

西長江浦上
・西長江浦下地区

水流神楽保存会

西長江浦大太鼓踊り保存会

西川北・上島内
・下島内・上浦・中浦
・下浦・柳水流地区

今西地区

下大河平地区

馬関田神楽保存会

今西三段打分太鼓踊り保存会

下大河平輪太鼓踊り保存会

西川北地区

西上江地区

飯野麓地区

西川北郷土芸能保存会

西上江輪太鼓踊り保存会

麓輪太鼓踊り保存会

上浦地区

中上江地区

五日市・東原田
・杉水流地区

上浦郷土芸能保存会

中上江鎌踊り保存会

五日市兵児踊り保存会

芸能の名称

金屏風（通称：トンコチン）

輪太鼓踊り・兵児踊り

神社祭祀・豊年祭り（11月23日）

金松法然秋季大祭（9月の秋分の日）

水流菅原神社境内

栗下金松神社馬頭観音広場

水流神楽（田の神舞）

西長江浦大太鼓踊り 奉納祭（8月最終日曜日） 南方神社（諏訪神社）

馬関田神楽

今西三段打分太鼓踊り

下大河平輪太鼓踊り

牛越祭り（7月28日）

豊年祭り
（11月の勤労感謝の日の前後の週休日）

西川北菅原神社

今西香取神社

鏡とぎ踊り

西上江輪太鼓踊り

麓輪太鼓踊り 市産業文化祭（11月中旬）

市産業文化祭（11月中旬）

市文化センター

市文化センター

鎌踊り・棒踊り

中上江鎌踊り

五日市兵児踊り

馬頭観音祭（7月15日） 上浦澤原八坂神社

ほ
う
じ
ょ
う

まん  が    た

かんめ
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え
び
の
市
全
体
で
見
守
る

体
制
づ
く
り
が
必
要

　

田
の
神
舞
は
、田
の
神
と
民
衆
が
掛
け
合

う
姿
が
印
象
的
な
神
楽
で
す
。
現
在
は
、
9

人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
3
0
0
年
以
上
続

く
伝
統
あ
る
田
の
神
舞
で
す
が
、会
員
も
高

齢
化
し
て
お
り
、後
継
者
不
足
に
悩
ん
で
い

ま
す
。

　

鎌
踊
り
は
、五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
た
め

に
行
わ
れ
る
踊
り
で
、鎌
や
鉈
を
持
っ
て
踊

る
姿（
※
）が
印
象
的
で
す
。
現
在
は
、
岡
元

小
学
校
の
全
学
年
で
踊
り
を
披
露
し
て
い

ま
す
。
毎
年
7
月
15
日
に
澤
原
八
坂
神
社
で

行
わ
れ
る
大
祭
に
向
け
て
、体
育
の
時
間
等

を
使
っ
て
練
習
し
て
い
ま
す
。
全
体
練
習
で

は
、
上
級
生
が
下
級
生
に
踊
り
を
教
え
、
保

存
会
の
人
が
細
か
な
指
導
を
す
る
仕
組
み

が
整
っ
て
い
ま
す
。

　

多
田
隆
志
校
長
は
「
昭
和
50
年
代
後
半

に
、大
人
が
児
童
に
鎌
踊
り
を
披
露
し
て
い

る
映
像
を
確
認
し
ま
し
た
。
記
録
に
よ
る
と
、

平
成
7
年
に
地
区
の
人
の
指
導
に
よ
り
運

動
会
で
披
露
し
た
の
が
始
ま
り
の
よ
う
で
す
。

そ
の
後
、平
成
11
年
か
ら
神
社
で
の
奉
納
が

始
ま
っ
た
よ
う
で
す
」と
話
し
ま
す
。　

※
児
童
が
踊
る
場
合
、実
物
の
鎌
や
鉈
は
使
わ
ず
、踊
り
用
に

作
ら
れ
た
鎌
や
鉈
の
先
端
に
紙
で
作
っ
た
飾
り
が
つ
い
て
い

る
も
の
を
使
用
し
ま
す
。

　

岡
元
小
学
校
で
は
上
浦
の
澤
原
八
坂
神

社
大
祭
以
外
に
、毎
年
運
動
会
で
も
鎌
踊
り

を
披
露
し
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
の
人
は
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。
何
よ
り
、児
童
が
誇
り
を
も
っ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の
踊
り

で
地
域
の
人
が
喜
ぶ
姿
を
見
る
こ
と
で
、児

童
に
は
地
域
の
一
員
で
あ
る
自
覚
が
育
ち
、

児
童
の
間
で
一
体
感
が
強
ま
り
ま
し
た
。
地

区
の
伝
統
芸
能
を
残
し
て
い
く
た
め
に
も
、

こ
の
取
り
組
み
を
続
け
た
い
で
す
」と
多
田

校
長
は
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
児

童
に
踊
り
を
指
導
で
き
る
地
元
の
人
は
限

ら
れ
て
お
り
、今
後
は
指
導
者
の
確
保
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、元
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
鈴

木
尚
洋
さ
ん
と
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
朝

倉
啓
斗
さ
ん
が
同
保
存
会
に
入
会
し
ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
と
朝
倉
さ
ん
は
、え
び
の
市
出
身

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
私
た
ち
が
入
っ
て
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
で
、『
郷
土
芸
能
を
守
る
た
め

に
自
分
た
ち
も
何
か
で
き
る
の
で
は
な
い
か
』

と
地
元
の
人
た
ち
が
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
田
の
神
舞
の
魅
力
は
、
え
び
の
市
の
特

産
品
で
あ
る
お
米
に
直
接
結
び
つ
い
て
い

る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
神
様
と
民
衆
が
掛
け

合
い
を
す
る
神
楽
は
、あ
ま
り
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
」。
こ
の
神
楽
を
自
分
た
ち

の
代
で
無
く
す
の
は
も
っ
た
い
な
い
、と
鈴

木
さ
ん
と
朝
倉
さ
ん
は
危
機
感
を
募
ら
せ

て
い
ま
す
。

　

昔
は
、東
内
竪
地
区
と
水
流
地
区
に
住
ん

で
い
る
人
し
か
同
保
存
会
に
入
会
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。「
今
で
は
、え
び
の
市
に
住
ん

で
い
る
人
で
あ
れ
ば
入
会
可
能
で
す
。
ま
ず

は
、定
例
会（
飲
み
会
※
）だ
け
で
も
参
加
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
」と
２
人
は

笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

児
童
の
参
加
に
あ
た
り
、保
護
者
の
協
力

も
必
要
で
す
。

　
「
学
校
で
、
飾
り
作
成
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
っ
て
い
ま
す
が
、
保
護
者
同
士
で
教
え

合
っ
て
作
成
し
て
い
ま
す
。
鎌
踊
り
は
地
域

だ
け
で
は
な
く
、学
校
や
保
護
者
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
た
め
、郷
土
芸
能

を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
」。

　
「
保
護
者
の
中
に
は
、
小
学
生
時
代
に
鎌

踊
り
を
経
験
し
た
人
も
い
ま
す
。
今
後
も
学

校
が
伝
承
に
取
り
組
む
こ
と
で
、後
継
者
不

足
解
消
の
一
助
に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
」と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、現
在
活
動

は
休
止
し
て
い
ま
す
。

深
刻
な
後
継
者
不
足

地
域
の
一
員
の
自
覚
が
育
つ

学
校
の
取
り
組
み

出
身
地
で
は
な
い
が
、

で
き
る
こ
と
は
あ
る

田の神舞は、田の神に感謝するとともに、伊勢の天照大御神・豊受大神に謝意を述べ舞い納める

朝倉さんに太鼓の叩き方を教える高橋輿弘さん

鈴木さん（左）と朝倉さん多田隆志 岡元小学校 校長

鎌踊りを指導する 6 年生の北別府真生くん

保存会の人が数人来て、学校の体育館で踊りの細
かな指導をします

「御田踊り」とも呼ばれる鎌踊り。今から約２千年前、薩摩の国隼人で、百姓が五穀豊穣を祈願し踊ったのが始まり

小
学
校
に
根
付
い
た

伝
承
活
動

鎌踊り（令和元年 7月15日撮影）

おきひろ

ほ
う
じ
ょ
う

か
ん 

め
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「
全
国
大
会
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、
今
ま

で
で
一
番
良
い
演
技
が
で
き
ま
し
た
」
と
話

す
の
は
、加
久
藤
中
学
校
吹
奏
楽
部
部
長（
令

和
3
年
12
月
当
時
）
の
原
山
鈴
さ
ん
で
す
。

　

加
久
藤
中
学
校
吹
奏
楽
部
は
、
令
和
3
年

12
月
11
日
に
開
催
さ
れ
た
第
49
回
マ
ー
チ
ン

グ
バ
ン
ド
全
国
大
会
に
お
い
て
「
グ
ッ
ド
ビ

ジ
ュ
ア
ル
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
マ
ー
チ

ン
グ
バ
ン
ド
と
は
、
吹
奏
楽
の
一
つ
の
演
奏

形
態
で
、
演
奏
を
し
な
が
ら
曲
に
合
っ
た
動

き
を
加
え
た
も
の
で
す
。
音
楽
と
動
き
の
調

和
が
と
れ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

同
吹
奏
楽
部
は
、
同
年
11
月
7
日
に
大
分

県
で
開
催
さ
れ
た
九
州
予
選
で
金
賞
を
獲

得
。
埼
玉
県
で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会
に
は

動
画
で
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
全
国
大
会
に
行
け
る
と
決
ま
っ
た
時
は

驚
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
全
国
大
会
出
場
を

目
標
と
し
て
き
た
の
で
、
出
場
で
き
て
う
れ

し
か
っ
た
で
す
」

　

読
む
の
が
難
し
い
コ
ン
テ
（
マ
ー
チ
ン
グ

の
動
く
方
向
・
歩
き
方
・
歩
数
等
を
記
し
た

も
の
）
も
、
生
徒
は
自
分
た
ち
で
読
ん
で
確

認
し
ま
す
。「
人
数
が
多
く
な
い
た
め
、
一

人
一
人
が
音
を
大
き
く
出
さ
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
。
マ
ー
チ
ン
グ
は
動
き
な
が
ら
演
奏
す

る
た
め
、
動
く
と
音
が
揺
れ
た
り
小
さ
く

な
っ
た
り
す
る
の
が
難
し
か
っ
た
で
す
」
音

量
が
し
っ
か
り
出
て
い
る
か
、
動
作
が
そ

ろ
っ
て
い
る
か
な
ど
、
部
員
同
士
で
声
を
か

け
な
が
ら
練
習
を
重
ね
ま
し
た
。

　
「
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
み
ん
な
で
楽
し
く
演
技
で
き
た
こ
と

が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て

い
ま
し
た
。

加久藤中学校

吹奏楽部

少
人
数
で
も
迫
力
の
あ
る

マ
ー
チ
ン
グ
を
披
露

　

郷
土
芸
能
の
担
い
手
不
足
は
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
え
び
の
市
郷
土
芸
能

保
存
連
合
会
や
市
教
育
委
員
会
で
も
、「
文

化
遺
産
で
あ
る
郷
土
芸
能
を
守
り
、
残
し
、

伝
え
て
い
く
た
め
に
は
何
を
す
る
べ
き
か
」

「
支
援
体
制
を
ど
う
す
る
か
」
等
に
つ
い
て

議
論
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
郷
土
芸

能
は
、伝
説
や
戦
に
ち
な
ん
だ
も
の
や
五
穀

豊
穣
を
祈
る
も
の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

共
通
す
る
の
は
、そ
の
地
域
の
風
土
や
歴
史
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に
密
接
に
関
係
し

て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
郷
土
芸
能
を

受
け
継
い
で
い
く
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
は

「
中
心
に
な
っ
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
る

人
が
い
る
か
」、「
裏
方
を
や
っ
て
く
れ
る
人

が
い
る
か
」で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
つ
ま

り
、時
間
を
か
け
て
人
材
を
育
ん
で
き
た
と

ま
す
。
総
合
学
習
の
機
会
を
生
か
し
て
知
識

を
共
有
し
、
実
際
に
体
験
・
体
感
す
る
こ
の

一
連
の
プ
ロ
セ
ス
は
、市
の
取
り
組
み
だ
け

で
は
難
し
い
こ
と
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

人
々
か
ら
力
を
貸
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
っ
て
実
現
し
て
い
ま
す
。
地
域
ぐ
る
み
で

「
知
る
」機
会
を
創
出
し
、郷
土
芸
能
に
対
す

る
理
解
や
共
感
を
深
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

地
域
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化

し
て
い
る
中
で
、文
化
遺
産
で
あ
る
郷
土
芸

能
を
守
り
、
残
し
、
伝
え
て
い
く
た
め
に
は

や
は
り「
知
る
」
と
い
う
こ
と
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
前
述
の
岡
元
小
学
校
以
外
に
も
、
市

内
に
は
郷
土
芸
能
に
取
り
組
ん
で
い
る
小

学
校
が
あ
り
、地
元
の
保
存
会
の
関
係
者
に

協
力
し
て
も
ら
い
運
動
会
で
披
露
し
て
い

　

え
び
の
市
の
郷
土
芸
能
は
、個
性
的
で
魅

力
的
な
も
の
ば
か
り
で
す
。
令
和
４
年
度
も
、

産
業
文
化
祭
や
芸
能
ま
つ
り
で
市
民
の
皆

さ
ん
に
披
露
す
る
計
画
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
工
夫
し
て
多
く
の
人
に
親
し
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま

す
の
で
、皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
行
事
が
中
止
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、

地
域
の
語
ら
い
の
場
が
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
郷
土
芸
能
は
、
地
域
と

の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
一
つ
の
方
法

で
す
。

　

自
分
の
住
ん
で
い
る
地
区
に
限
ら
ず
、

え
び
の
市
内
で
興
味
を
持
っ
た
郷
土
芸

能
が
あ
れ
ば
、
参
加
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

い
え
ま
す
。
踊
り
手
と
同
様
に
、道
具
の
管

理
や
準
備
を
引
き
受
け
る
人
、連
絡
調
整
を

図
る
人
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
人
々
が

協
力
し
、時
間
を
か
け
て
仕
組
み
を
整
え
て

き
ま
し
た
。
子
ど
も
の
う
ち
か
ら
慣
れ
親
し

み
、
踊
り
、
管
理
や
準
備
な
ど
裏
方
の
役
割

も
で
き
る
よ
う
に
な
る
循
環
が
育
ま
れ
て

き
た
の
で
す
。

市社会教育課 文化係　☎35- 2268（課直通）問

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

えびの市郷土芸能
保存連合会

会長 三鑰 光生さん

市の郷土芸能伝承の
取り組みへの
財政等支援

◆各郷土芸能保存団体に対し、道具

　管理や育成に係る補助金の交付

◆市が主催する産業文化祭や芸能ま

　つりへ出演する団体に対する謝金

　の支払い

◆郷土芸能備品の整備等に係る補助

　事業の紹介・あっせん

◆図書館郷土資料コーナーに郷土

　芸能 DVD を開架中

郷
土
芸
能
は
、

人
材
づ
く
り
そ
の
も
の

す
べ
て
は「
知
る
」こ
と
か
ら

始
ま
る

披
露
す
る
場
を

み　かぎ

鏡とぎ踊り（平成30年11月18日撮影）

五日市兵児踊り（平成18年11月18日撮影）

ほ
う
じ
ょ
う
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農
　
業

問 宮
崎
県
農
産
園
芸
特
産
物

総
合
表
彰
式

市
畜
産
農
政
課 

農
産
園
芸
係
　
☎
35
‐
1
6
5
0
（
直
通
）

　

2
月
21
日
、
飯
野
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
令
和
3
年
度
宮
崎

県
農
産
園
芸
特
産
物
総
合
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
農
家
経
営
の

向
上
と
宮
崎
県
農
業
の
一
層
の
発
展
を

図
る
た
め
に
宮
崎
県
が
毎
年
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　

当
初
は
宮
崎
県
の
表
彰
者
が
一
堂
に

集
ま
り
、
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
る
予
定

で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
各
市
町
村

で
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

　

う
ま
い
米
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
普
通

期
水
稲
の
部
で
は
、
宮
崎
弘
一
さ
ん
が

知
事
賞
2
等
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

加
工
用
米
・
飼
料
用
米
多
収
コ
ン
テ

ス
ト
飼
料
用
米
の
部
で
は
、
川
上
政
信

さ
ん
が
知
事
賞
優
等
賞
と
、
特
別
賞
の

宮
崎
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
長
賞
を

受
賞
し
、
遠
目
塚
春
生
さ
ん
が
知
事
賞

2
等
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

野
菜
共
進
会
の
産
地
づ
く
り
部
門

（
集
団
）で
は
、
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
ピ
ー
マ

ン
部
会
が
知
事
賞
優
秀
賞
と
、
特
別
賞

の
農
林
水
産
省
九
州
農
政
局
長
賞
、
宮

崎
県
議
会
議
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

答申書を手にする村岡市長と松元会長（右）

計
　
画

問 え
び
の
市
総
合
開
発
審
議
会
が

答
申
書
を
提
出

市
企
画
課 

政
策
係
　
☎
35
‐
3
7
1
2
（
直
通
）

　

2
月
8
日
、
え
び
の
市
総
合
開
発
審

議
会
か
ら
市
に
、
令
和
4
年
度
か
ら
令

和
11
年
度
ま
で
の
8
年
間
を
計
画
期
間

と
す
る
「
第
6
次
え
び
の
市
総
合
計

画
（
案
）」
に
対
す
る
答
申
書
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
同
審
議
会
は
、
昨
年
11

月
に
市
長
か
ら
の
諮
問
を
受
け
、
同
計

画
（
案
）
に
つ
い
て
審
議
を
重
ね
、
答

申
書
を
ま
と
め
ま
し
た
。
同
審
議
会
の

松
元
國
治
会
長
か
ら
「
委
員
か
ら
の
意

見
を
十
分
に
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
将

来
像
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
時
代
の

変
化
を
的
確
に
捉
え
、
実
施
計
画
の
点

検
・
見
直
し
を
続
け
な
が
ら
各
種
基
本

施
策
を
着
実
に
進
め
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
ま
す
」
と
の
意
見
が
あ
り
、
村
岡

市
長
は
「
社
会
や
経
済
情
勢
の
見
通
し

が
不
透
明
な
中
、
計
画
期
間
の
8
年
間

に
お
い
て
各
種
施
策
を
着
実
に
実
施
し

て
い
け
る
よ
う
、
課
題
解
決
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
総
合
計
画
に
位
置
づ
け
た

将
来
像
の
実
現
に
向
け
、
市
民
と
と
も

に
施
策
の
着
実
な
実
施
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

西諸県農林振興局の小野局長から表彰状が授与されました

右から永前寿生さん（JAえびの市ピーマン部会）、川上さん、
宮崎さん

更新された第 3分団第 6部の消防車両

社
　
会

問 生
涯
学
習
功
労
者
等
表
彰
式

市
社
会
教
育
課  

社
会
教
育
係
　
☎
35
‐
2
2
6
8
（
課
直
通
）

　

2
月
27
日
、
市
役
所
で
、
令
和
3
年

度
生
涯
学
習
功
労
者
等
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

本
来
は
、
生
涯
学
習
振
興
大
会
に
お

い
て
表
彰
が
行
わ
れ
る
予
定
で
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
で
大
会
が
中
止
と
な
っ
た
た

め
、表
彰
式
の
み
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　

生
涯
学
習
功
労
者
と
し
て
、
境
田
博

之
さ
ん
、
平
ク
サ
子
さ
ん
、
釋
迦
堂
て

る
子
さ
ん
、
田
代
長
茂
さ
ん
、
宮
路
和

子
さ
ん
、
池
田
満
次
さ
ん
の
6
人
が
受

賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
生
涯
学
習
優
良

組
織
団
体
と
し
て「
え
び
の
で
第
九
を

歌
う
会（
代
表 

小
倉
真
里
子
さ
ん
）」が

受
賞
し
ま
し
た
。

　

え
び
の
市
生
涯
学
習
推
進
会
議
会
長

で
あ
る
村
岡
市
長
は「
受
賞
さ
れ
た
皆

さ
ま
に
は
、
え
び
の
市
を
明
る
く
元
気

に
、
市
民
へ
希
望
や
感
動
を
与
え
る
素

晴
ら
し
い
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を

継
続
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
皆
さ
ま
が

活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

防
　
災

問 市
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に

消
防
車
両
1
台
を
更
新

市
基
地
・
防
災
対
策
課 

基
地
・
防
災
対
策
係

☎
35
‐
1
1
1
9
（
直
通
）

　

え
び
の
市
消
防
団
第
3
分
団
第
6
部

（
西
内
竪
・
北
岡
松
・
南
岡
松
）の
消
防

車
両
1
台
が
更
新
さ
れ
、
2
月
24
日
に

市
役
所
で
引
渡
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

更
新
さ
れ
た
消
防
車
両
は
小
型
動
力

ポ
ン
プ
付
積
載
車
で
す
。
導
入
費
用
の

約
4
分
の
1
を
県
の
地
域
消
防
防
災

活
動
支
援
事
業
費
補
助
金
を
活
用
し

て
更
新
さ
れ
ま
し
た
。
導
入
費
用
は

７
４
８
万
円
で
す
。

　

市
で
は
、
消
防
団
の
消
防
車
両
を
古

い
も
の
か
ら
順
に
更
新
し
て
い
ま
す
。

　

引
渡
式
で
、
え
び
の
市
消
防
団
の
川

野
俊
二
団
長
は「
地
域
の
防
災
力
の
要

と
し
て
、
い
ざ
と
い
う
時
に
出
動
で
き

る
体
制
づ
く
り
に
務
め
て
い
き
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

第
3
分
団
第
6
部
の
藤
木
幸よ

し
な
り平

部
長

は「
消
防
車
両
も
新
し
く
な
っ
た
の
で
、

新
入
団
員
の
確
保
と
防
災
活
動
に
力
を

入
れ
て
頑
張
り
た
い
で
す
」と
話
し
て

い
ま
し
た
。

氏　名 所属団体等
境田　博之 えびの市グラウンドゴルフ協会
平　クサ子 西長江浦下区自治会
釋迦堂　てる子 上原田自治会
田代　長茂 えびの市スポーツ推進委員協議会
宮路　和子 えびの市地域婦人連絡協議会
池田　満次 えびの市教育委員（元）

■生涯学習功労者

■生涯学習優良組織団体
団体名 代表者氏名

えびので第九を歌う会 小倉　真里子（会員 100 人）

表彰式には、6人が出席しました

広報 広報令和4年3月号 令和4年3月号13 12
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企業ウォッチング

市内事業所のPR

会社概要

事業所概要 働く人の声

家 庭 教 育 学 級 通 信

広報 令和4年3月号 14広報 14

市では、市内の事業所情報を市民に提供し地元企業の

認知度を高め、市内事業所への就業先選択の拡大を図

るために、平成28年度から掲載を希望する事業所の募

集を行い、広報えびので紹介しています。詳しくは市観

光商工課商工係までお問い合わせください。

市観光商工課 商工係　☎35-3728

株式会社横山基礎工事 南九州営業所・機材センター

　株式会社横山基礎工事 南九州営業所・機材センターは、「動作の前に
一呼吸」をモットーに、橋梁やダム、高速道路など社会インフラの基盤を
支える工事を行っている会社です。えびの市を「南九州の表玄関」と位置
づけ、主に熊本県・鹿児島県・宮崎県の発電所や鉄道事業など大規模建
造物の特殊基礎工事を行っています。同社は、総務課、経理課、設計課、
営業課、機材課、整備課、工事管理課などから成っています。
　同社では、さまざまなオリジナル工法を用いて工事を行っています。
特にリーブラ工法と呼ばれる工法では、国土交通省の推奨工法に指定さ
れているなど、指向の急速性と安全性に高い評価を得ています。
　従業員が働きやすい環境を目指し、エンジンがついている全ての車両
にドライブレコーダーを取り付けているなど従業員の安全環境を整えて
います。また、通勤手当やインフルエンザ予防接種の費用助成、資格手
当など福利厚生も充実しています。

会社外観

鋼管杭製作加工の状況

クレーンのオペレーションがやりたくて入社
しました。入社時はクレーンの経験が無かっ
たので、すべて現場で覚えていきました。乗
り始めた頃は思うようにいかず、悔しい思い
をしましたが、先輩からの優しい言葉で救わ
れました。今では、クレーンを使って地面や
岩盤の掘削などを任せてもらっています。

救急法の講習を実施しました

上江保育園
家庭教育学級長

大牟田 隆子 さん

VOL.26

　上江保育園で取り組む家庭教
育学級は、毎日、子育てと仕事を
されている保護者の皆さんで活
動しています。昨年度に引き続
きコロナ禍での活動になり、な
かなか計画どおりにとはいきま
せんでした。しかし、園での行事
等は制限を行いながら実施する
など、今までの活動形態を見直
す良い機会になりました。
　今年度は、6月に救急法の講
習を実施しました。講習は、AED
の使い方や心臓マッサージ、異
物除去法など実習を中心に行わ

れました。参加者からも「和やか
な雰囲気と少しの緊張感の中、
大事なことが学べて子育てをす
る上で少し自信につながった」
との声をいただきました。
　上江保育園家庭教育学級で
は、子育ての悩みを気軽に相談
できて、子どもたちの成長を喜
び合い、一緒に成長していける
場でありたいと思っています。こ
れから先、どこまで活動範囲を
広げられるか分かりませんが、
園児、保護者と一緒に楽しめる
活動を行っていきたいです。

所在地 えびの市大字小田 594-2

事業内容 土木工事・舗装工事・金属製品加工業等

創業 昭和 41 年

従業員 255 人（えびの出身者：17 人）

電話番号 35-2526

小薗 匠道さん

温
おんがく

楽授業

温泉に触れて価値を知る

３

2

　京町観光ホテルで「温楽授業」が行われまし
た。これは、地域資源である温泉の価値や素晴
らしさを知ることで身近に感じてもらい、もっ
と温泉を利用してもらいたいと、京町温泉みな
ほ会が行っているものです。
　授業は、真幸小学校 3年生 19 人を対象に行
われました。児童たちは、温泉に関する話を聞
いたり、入浴法・成分について学んだりした後、
実際に足湯体験を行いました。

12人が受賞

2

18

　上江小中学校で令和3年度家庭教育標語最優
秀賞受賞者への表彰が行われました。87 点の
中から最優秀賞を受賞したのは、同校中学部 2
年の松原楓

かえで

さんです。最優秀賞の他に、優秀賞
3人、入賞 8人が受賞し、令和 4年度の家庭教
育カレンダーに標語が掲載されます。
　例年、生涯学習振興大会で表彰されますが、
新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中
止となったため、各学校での表彰となりました。

家庭教育標語表彰

教育の充実を目指して

2

16

　岡元小学校で令和 3年度えびの市教育研究
論文最優秀賞受賞者への表彰が行われました。
　昨年度に続き本年度も、新型コロナウイルス
感染症拡大の影響により、教育講演会が中止と
なったため、各学校での表彰となりました。
　市教育研究論文の最優秀賞には、岡元小学校
の御手洗洋太教諭が選ばれました。表彰式後は、
一貫教育に係る委嘱部会等の報告が行われ、職
員の資質向上を図りました。

教育研究論文表彰式
京町温泉みなほ会が
新商品『ノカイドウの蕾』を開発

新たな特産品を目指して

2

22

　京町温泉みなほ会と地域おこし協力隊の高杉
せれな隊員が、えびの米から作った甘酒を使用
したスノーボールクッキー『ノカイドウの蕾』
が完成したことを市長に報告しました。
　同会の成合正子さんは「この商品をきっかけ
に、甘酒がえびの市の特産品として定着できた
らうれしいです」と話していました。
　同商品は、道の駅えびのやえびの高原足湯の
駅、市内の温泉旅館などで販売されています。



肥
満
と
生
活
習
慣
病

いきいき！健康
H e a l t h y  L i f e

　

え
び
の
市
は
糖
尿
病
、
高
血
圧
、

脂
質
異
常
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の

保
有
率
が
48
・
9
パ
ー
セ
ン
ト
（
※
）

と
県
内
で
も
3
番
目
に
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。生
活
習
慣
病
の
原
因
の
一

つ
に
肥
満
が
あ
り
ま
す
が
、
特
定
健

診
の
結
果
か
ら
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候

群
の
該
当
者
で
あ
る
内
臓
脂
肪
型
肥

満
に
加
え
て
高
血
糖
、
高
血
圧
、
脂

質
異
常
と
い
っ
た
危
険
因
子
を
併

せ
持
っ
て
い
る
人
が
25
・
1
パ
ー
セ

ン
ト
（
※
）
で
県
内
で
4
位
と
高
い

状
態
で
し
た
。特
に
内
臓
脂
肪
型
肥

一
方
で
リ
バ
ウ
ン
ド
が
み
ら
れ
た

場
合
は
、
糖
尿
病
の
発
症
が
増
加
し
、

心
血
管
危
険
因
子
も
増
悪
す
る
」
と

あ
り
ま
す
。

　

最
近
は
脳
の
研
究
が
進
み
、
肥
満

に
な
る
と
脳
の
変
調
が
お
こ
り
、
食

欲
が
抑
え
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。市
で
は
保
健
セ

ン
タ
ー
で
の
栄
養
相
談
や
健
診
後
の

訪
問
保
健
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ご
自
身
の
健
康
管
理
に
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

（
※
）K
D
B
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス 

令
和
2
年
度
デ
ー
タ
よ
り

　
文
：
市
健
康
保
険
課 

市
民
健
康
係

満
は
、
代
謝
異
常
に
よ
り
血
圧
や
血

糖
値
、
中
性
脂
肪
を
上
げ
る
ホ
ル
モ

ン
が
出
る
こ
と
で
高
血
糖
、
高
血
圧
、

脂
質
異
常
を
起
こ
す
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
内
臓
脂
肪
型

肥
満
を
解
消
す
る
こ
と
で
こ
れ
ら
の

生
活
習
慣
病
の
予
防
や
改
善
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

肥
満
症
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ

る
と
、「
6
カ
月
の
体
重
減
少
（
3
～

5
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
よ
り
糖
尿
病
発

症
低
下
や
血
圧
・
中
性
脂
肪
な
ど
心

血
管
危
険
因
子
の
改
善
が
得
ら
れ
る
。

い
る
百
貨
店
も
あ
り
ま
す
。

③
支
払
い
方
法
を
代
金
引
換
に
し
て

商
品
を
受
け
取
る
と
、
後
で
偽
物
だ

と
わ
か
っ
て
も
返
金
は
困
難
で
す
。

支
払
い
方
法
が
代
金
引
換
の
み
の
通

販
サ
イ
ト
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

注
文
後
に
偽
通
販
サ
イ
ト
だ
と
気
づ

い
た
ら
、
代
金
を
支
払
う
前
に
キ
ャ

ン
セ
ル
の
連
絡
や
受
け
取
り
拒
否
等

を
し
ま
し
ょ
う
。

　

消
費
生
活
で
不
安
に
な
っ
た
と
き

に
は
、
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
「
１

８
８
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　

文
：
市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係

　

高
級
ブ
ラ
ン
ド
品
が
格
安
で
売
り

出
さ
れ
て
い
る
大
手
百
貨
店
の
通
販

サ
イ
ト
を
見
つ
け
た
。信
用
し
て
注

文
し
た
が
「
商
品
が
届
か
な
い
」「
注

文
し
た
商
品
と
は
違
う
も
の
や
偽
物

が
届
い
た
」
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
が

全
国
的
に
増
え
て
い
ま
す
。

■
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
に

①
百
貨
店
が
高
級
ブ
ラ
ン
ド
品
を
80

～
90
パ
ー
セ
ン
ト
オ
フ
な
ど
大
幅
な

割
引
価
格
で
販
売
を
す
る
こ
と
は
通

常
な
く
、
偽
通
販
サ
イ
ト
の
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。価
格
に
惑
わ
さ
れ
ず
、

怪
し
い
通
販
サ
イ
ト
に
は
ア
ク
セ
ス

し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

②
百
貨
店
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
や
名
称
が

表
示
さ
れ
て
い
て
も
本
物
だ
と
思
い

込
ま
ず
、
サ
イ
ト
内
の
販
売
業
者
の

名
称
、
住
所
、
電
話
番
号
な
ど
を
よ

く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。販
売
業
者
の

所
在
地
の
記
載
が
な
い
、
所
在
地
の

場
所
を
調
べ
る
と
田
畑
や
個
人
宅
に

な
っ
て
い
る
、
連
絡
方
法
が
問
い
合

わ
せ
フ
ォ
ー
ム
や
フ
リ
ー
メ
ー
ル
の

み
な
ど
の
場
合
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

偽
通
販
サ
イ
ト
の
注
意
喚
起
を
し
て

偽
通
販
サ
イ
ト
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

くらしのメモ
N o t e  o f  L i v i n g

え
び
の
で
の
暮
ら
し
を
動
画
配
信
し
た
い

■110だより

■119だより

えびの警察署

えびの消防署

☎33-0110

☎33-6119

不 審メールに注 意

気の緩みが 火 災の原 因に

2月の交通事故
発生状況

人　身 1件
物　件 20件

本年累計 2件
本年累計 42件

2月の活動状況
［えびの消防署管内］

火　災 5件
救　急 63件

本年累計 8件
本年累計 137件

　

昨
年
12
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
活
動
し
て
い
る
朝
倉

啓
斗
で
す
。大
阪
弁
の
出
な
い
大
阪

出
身
で
す
。私
は
以
前
10
年
近
く
門

川
町
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。そ
の
時

か
ら
宮
崎
の
人
、
食
、
文
化
が
大
好

き
で
、
仕
事
で
他
県
に
行
く
こ
と
に

な
っ
た
時
、
ま
た
い
つ
か
戻
っ
て
き

た
い
な
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

今
、
そ
の
夢
が
叶
っ
て
と
て
も
ハ
ッ

ピ
ー
で
す
。え
び
の
市
の
自
然
は
と

に
か
く
雄
大
。
朝
、
家
の
玄
関
を
あ

け
て
思
う
こ
と「
山
が
近
い
!
」、「
目

に
見
え
る
自
然
の
ス
ケ
ー
ル
が
大

き
い
!
」
毎
朝
小
さ
な
感
動
と
爽
快

感
が
僕
を
襲
い
ま
す
。
そ
れ
と
「
ご

飯
が
う
ま
い
！
」、「
水
が
お
い
し

い
！
」、「
言
葉
が
難
し
い
！
（
笑
）」

　

そ
ん
な
魅
力
た
っ
ぷ
り
の
え
び
の

を
少
し
ず
つ
動
画
に
し
て
発
信
し
て

い
け
た
ら
な
と
現
在
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。た
く
さ
ん
の
人
に
え
び
の

市
を
知
っ
て
も
ら
い
、
観
光
や
移
住

の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。現
在
の
活
動
は
田
の
神
舞（
た

の
か
ん
め
）
の
太
鼓
担
当
と
し
て
参

加
し
て
い
ま
す
。
3
0
0
年
続
く
伝

統
芸
能
も
後
継
者
が
い
ま
せ
ん
。「
こ

の
ま
ま
途
絶
え
て
し
ま
う
の
は
も
っ

た
い
な
い
」
と
の
思
い
で
参
加
を
し

て
い
ま
す
。私
が
参
加
す
る
こ
と
で

地
元
の
若
者
た
ち
へ
の
刺
激
と
な
っ

て
、
参
加
者
が
増
え
れ
ば
最
高
で
す
。

　

私
の
前
職
は
鍛
冶
屋
な
の
で
、
こ

の
ス
キ
ル
を
生
か
し
た
包
丁
研
ぎ
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
今
後
や
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。興

味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
そ
れ
で
は
皆
さ
ん
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
文
：
朝
倉
啓
斗
隊
員

　新型コロナウイルス感染症が猛威を振るう中、
全国的に厚生労働省をかたった不審なメールが
送られてくるといった事案が発生しています。
　不審なメールを受信した際は、慌てることなく
落ち着いて対応してください。
【不審メールの内容】
・GPS 機能により行動範囲内で感染者との接触
があった
・濃厚接触者に認定された
・感染予防対策についてのお知らせ等
【予防・対策】
・添付されたURL は開かないようにしましょう
・不審に感じたら関係機関に問い合わせましょう

地域おこし活動
C o m m u n i t y  B u i l d i n g

　3 月1 日から7 日まで全国春季火災予防運動
週間が実施されました。
　これからの季節は日に日に暖かくなり空気が
乾燥しやすい時期です。
　新生活を迎える人や新たな気持ちで頑張ろう
と思っている人などさまざまだと思います。
　新年度に向けて慌ただしい時期だからこそ、
今一度、火の元に十分気を付けてお過ごしくだ
さい。
「おうち時間　家族で点検　火の始末」
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市 民 の お す す め の 一 冊

いちずに一本道
いちずに一ツ事
著者：相田みつを
（佼成出版社）

水口健さんのおすすめ

■おすすめコメント

ただ一途に一つの道を一
つの事を極める、という生
き方は素晴らしいが、その
生き方が人のためになって
こそ本当の意義があります。
奥が深い本です。

twitter 始めました！
えびの市民図書館 （@EbinoCityLib）
https://twitter.com/EbinoCityLib
※右の QR コードからも見る事ができます。

えびの市民図書館
☎35-0242　https://ebino-city-lib.jp/
開館時間 火曜〜土曜／午前9時〜午後7時
 日曜 ・ 祝日／午前9時〜午後5時
休 館 日 毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）

【お問い合わせ】 竹下妙子さん ☎37-3056短歌 松山良文さん ☎33-4904俳句 ポエム同好会（田中虎夫） ☎33-2959詩

ブックランド号 運行スケジュール
運行場所（ルート） 運行日（4月） 時　間

岡元小学校→市立病院→さくら苑 6日（水）、
20日（水） 13：15～15：15

上江小中学校→Aコープかくとう店
→プラッセだいわ→真幸出張所

7日（木）、
21日（木） 13：15～16：30

飯野地区コミュニティセンター 8日（金）、
22日（金） 14：50～15：15

真幸地区体育館 13日（水）、
27日（水） 15：25～15：50

飯野出張所→Aコープいいの店→
自衛隊官舎

15日（金）、
28日（木） 14：50～16：30
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■おたのしみおはなし会
読み聞かせボランティアの皆さんによる楽しいおはなし
会です。参加者にはプレゼントがあります。
●日時＝4月16日（土）午前10時30分～午前11時30分
●場所＝学習室

リレー形式で、市民の皆さんにおすすめの一冊を
紹介してもらいます。

た
く
さ
ん　

た
く
さ
ん

ス
ト
レ
ス
を
溜
め
た

せ
っ
か
く
長
年
か
け
て
溜
め
た
ス
ト
レ
ス

い
つ
か
は
何
か
の
役
に
立
つ

い
っ
ぱ
い　

い
っ
ぱ
い

た
め
息
を
つ
い
た

大
き
な
た
め
息　

小
さ
な
た
め
息

身
体
の
中
心
で
ギ
ア
が
一
つ
上
が
る

何
度
も　

何
度
も

天
を
あ
お
い
だ

も
う
お
手
上
げ
だ
と
天
を
仰
げ
ば

な
ぜ
か
そ
こ
だ
け
空
が
高
い

■雑誌処分展
●開催期間＝4月23日（土）～ 5月5日（木）
●時間＝（平日）午前9時～午後7時
　　　　（日・祝日）午前9時～午後5時
●場所＝図書館玄関
※なくなり次第終了します。

障がい者を対象とした会計年度任用
職員の任用に係る登録ができます
　市では、障がい者の雇用の促進を図るため、障がいの
ある人を対象に会計年度任用職員を募集します。事前に
登録（履歴書の提出）をしていただき、市役所の会計年
度任用職員を募集する部署とのマッチングを行い、その
後必要に応じて、登録された人の中から面接による選考
を実施します。登録の有効期限は1年間で、随時受け付け
ますので、総務課人事係にご相談ください。
■勤務条件等の例
※正式な勤務条件等は、面接の際にお伝えします。
【職種】一般事務員
【勤務時間】午前9時～午後4時15分（休憩時間60分）
【休日】土・日、祝日、年末年始
【報酬】5,783 ～ 6,148円
【費用弁償】通勤手当相当
【手当】期末手当
■登録要件
　「身体障害者手帳」、「療育手帳」、「精神障害者保健福祉
手帳」の交付を受けている人
■登録方法
　市様式の履歴書、または市販の履歴書に写真を貼付し、
必要事項を記入の上、手帳の写しを添付し、総務課人事
係へ提出してください。
※市様式の履歴書は、市ホームページ（ https://www.
city.ebino.lg.jp/）にあります。
申・問市総務課 人事係
☎35-3711（課直通）

えびの市長等政治倫理審査会審査
報告書の要旨を公表します
　えびの市長等政治倫理審査会は、令和4年2月14日にえ
びの市長およびその配偶者の資産等報告書に係る審査を
行い、市長宛てに審査報告書を提出しました。このこと
に伴い、その要旨を次のとおり公表します。
　なお、審査報告書および資産等報告書は総務課で閲覧
できます。
■審査報告書の要旨
【審査の対象】条例に基づき市長が作成した市長および

その配偶者に係る資産等報告書
【審査結果】資産等報告書について、証明書類に基づき確
認、審査した結果、疑義なく適正に報告されているもの
と認められる。
問市総務課 人事係
☎35-3711（課直通）

堤防の刈草を提供します

　国土交通省では、川内川の堤防等の維持管理のため、
除草作業を業者に委託して行っています。その刈草を、
資源の有効利用を図るため地域の皆さんに提供し、家畜
粗飼料や畑等の敷き草、堆肥などに利用してもらいたい
と考えています。
　草刈りから梱

こんぽう

包までは業者が行いますが、現地からの
持ち出しは利用者に行ってもらいます。この刈草を希望
する人は、以下までお申し込みください。
【申込期間】
［1回目］4月4日（月）～ 5月13日（金）
［2回目］8月16日（火）～ 9月16日（金）
※土・日、祝日を除く
【受付時間】午前9時～午後5時 
※締め切りを過ぎた申し込みは受け付けられない場合が
ありますので、ご注意ください。
【申込方法】国土交通省川内川河川事務所京町出張所で
お申し込みください。
【その他】
・今回の募集は、許可制による個人の採草とは異なりま
す。
・登録期間は1年です。今まで登録していた人で引き続き
希望する人は、新たに申し込みをしてください。
・梱包の際、刈草の中のごみはある程度分別しますが、混
入している場合があります。
・国土交通省は刈草の利用に伴い生じた一切の損害等の
責任を負わないものとします。刈草の利用に関しては、
利用者個人の責任で行ってください。
・天候等により刈草の提供が一部できない場合もありま
すのでご了承ください。
申・問国土交通省 川内川河川事務所 京町出張所
☎37-1151
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問市介護保険課 地域包括支援センター（担当：堀之内）
☎35-1112（課直通）

地域婦人連絡協議会の会員を募集
します

　えびの市地域婦人連絡協議会は、女性の立場から社会
貢献活動をしている団体です。住みよい地域づくり、明
るく生き生きと発展するえびの市のまちづくりに貢献
することを目的として、さまざまなボランティア活動に
取り組んでいます。現在、26名の女性が活躍しています。
　いつでも加入できますので、興味のある人、参加を希
望する人は市社会教育課にご連絡ください。
※写真は、新型コロナウイルス感染症が流行する前に撮
影したものです。
【主な活動内容】
①学校支援（子どもの見守り・学習支援・学校の消毒作業
など）
②自主運営事業（婦人のつどい・視察研修など）
③県や西諸県地区の婦人会との交流
【対象】えびの市に住んでいる女性。年齢は問いません。
【年会費】1,000円

申・問市社会教育課 社会教育係（市文化センター内）
☎35-2268（課直通）

休日（土曜日）無料公証相談を実施
します
　都城公証人役場では、市民の皆さんの身近な民事上の
紛争予防と紛争解決の一助としてお役に立つことができ
ればと考え、令和4年から毎月第4土曜日に無料相談所を

開設しています。4月から6月までは以下のとおりです。
ぜひ、ご利用ください。
【日程】4月23日、5月28日、6月25日
【時間】午前9時～午後5時
【場所】都城公証人役場（都城市前田町15街区10の1号 
※事前に予約をお願いします。
【内容】遺言・相続・任意後見契約・尊厳死宣言・賃貸借契
約・金銭賃借契約・離婚給付契約等の公正証書作成に関す
る相談をお受けします。
【その他】相談は無料で、秘密は厳守です。

申・問宮崎地方法務局 都城公証人役場
☎0986-22-1804

感電事故防止にご協力ください

　こいのぼりの季節になりましたが、感電事故防止のた
め、電線付近でこいのぼりを行ったり、魚釣りをしたり
しないよう、お願いします。
　なお、万一こいのぼりや釣り糸が電線にかかった場合
は、自分で取ろうとせず、近くの九州電力送配電までご
連絡ください。
問九州電力送配電株式会社 都城配電事業所 
☎0800-777-9444

ご利用ください
「教育資金融資制度」
　市では、九州労働金庫（ろうきん）と提携して教育資
金の融資を行っています。これは、子どもの教育を促し、
市民の生活安定と福祉の増進に役立てることを目的とし
ています。
【利用できる人】
・市内に居住している人で、子どもが高校・専門学校・短
大・大学などへ入学が決定した人、または在学している
人
・市税などを滞納していない人
※融資の決定については、九州労働金庫の審査がありま
す。
【融資金額】200万円以内
【年利】1.30パーセント（保証料別）

問市学校教育課 教育係
☎35-3721（課直通）
問九州労働金庫 小林支店
☎23-1000

令和4年度えびの市奨学生募集

　市では、令和4年度の奨学生（月奨学金）を募集します。
【申込資格】
　本市に引き続き2年以上住所を有している人、または2
年以上本市に住所を有し就学のため市外に住所を変更し
た人で、学校教育法に規定する学校に在学し、成績良好、
品行方正で経済的理由により修学が困難と認められる人
【貸与月額および募集人員】

奨学金貸与生の区分 貸与月額 募集人員

・高校生
・中等教育学校後期課程生
・専修学校生（高等課程）

20,000 円 若干名

・高等専門学校生 24,000 円 若干名

・大学生
・短期大学生
・専修学校生（専門課程）

40,000 円 若干名

※貸与月額は半額も希望可

【貸与期間】令和4年4月から就学する学校の正規の修業
年限の範囲内
【貸与利子】無利子
【受付期間】3月22日（火）～ 4月21日（木）
【選考方法】学校長の推薦（1年時の人は出身学校長推薦、
2年時以降の人は在学学校長の推薦）を受けた者の学業
成績および経済状況、また、その他の資料に基づき市の
奨学生選考委員会で審議し、教育委員会が決定します。
【貸与方法】6月・8 月・12月の年3回、口座振込で貸与
【奨学金の返還】返還は卒業の翌月から、貸与を受けた期
間の2倍の期間内となります。
【申請書の配布】3月22日（火）以降に、市学校教育課・飯
野出張所・真幸出張所で配布するほか、市のホームペー
ジ（ https://www.city.ebino.lg.jp/）からもダウンロード
できます。
申・問市学校教育課 教育係
☎35-3721（課直通）

「オレンジカフェよかとこ」を開催
します
　市では、認知症や介護などについて日頃の思いを語り
合ったり相談したりできる集いの場「オレンジカフェよ
かとこ」を定期的に開催しています。認知症の人や家族
介護者、認知症に関心がある人など、子どもから高齢者
までどなたでも利用できます。それぞれが自分の居場所
としてゆっくりくつろげる場にもなっています。
　事前申し込みは不要です。お茶やコーヒーを飲みなが
ら、ちょっと一息ついてみませんか。
【場所】市民図書館 学習室
【開催日】原則毎月第3水曜日
［上半期予定］4月20日、5月18日、6月22日、7月20日、8
月17日、9月21日
【時間】午前9時30分～午前11時30分（時間内の出入りは
自由です）
【参加費】50円（飲み物・お菓子代として）
※参加の際は、マスクの着用をお願いします。また、発
熱や咳などの症状が見られる場合は、参加を控えてくだ
さい。
※気象状況や今後の新型コロナウイルス感染症の影響な
どによっては、中止となる場合があります。
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人　口　≫

世帯数　≫

16,986人 （前月比 -56人）
男性／8,022人（-29人） 　女性／8,964人（-27人）
転入／27人  転出／38人  出生／3人  死亡／48人

7,801世帯 （前月比 -36世帯）

郷土芸能の特集で、地元の人の思いを聞くことができ
ました。今回の特集をきっかけに、郷土芸能の魅力

が伝わればうれしいです。（長友）

温泉を楽しく学ぶ「温
おんがく

楽授業」の取材に行きました。宮
崎県で唯一の温泉郷があるえびの市。市内外の人に

えびの市の温泉の魅力を体感してもらいたいです。（中山）（令和4年3月1日現在）

e-Tax（国税電子申告・納税システム）
のメリット
　e-Taxでは、税務署に出向くことなく、インターネット
を利用して所得税、消費税、相続税、贈与税などの申告
や法定調書の提出、青色申告の承認申請などの各種手続
きを行うことができます。
　税金の納付も、金融機関や税務署の窓口に出向くこと
なく、ダイレクト納付（※）やインターネットバンキング、
ペイジー（Pay-easy）対応のATMを利用して全ての税目
について行うことができます。
　詳しくは、e-Taxホームページ（ https://www.e-tax.
nta.go.jp/）をご覧ください。
※ダイレクト納付とは、事前に税務署に届け出をしてお
けば、e-Taxを利用して電子申告などをした後に、簡単
な操作で届け出をした預貯金口座からの振替により、即
日、または期日を指定して国税の納付ができるものです
（ダイレクト納付利用届出書は、国税庁ホームページか
らダウンロードできます）。
【e-Taxのメリット】
①所得税等の確定申告をe-Taxで行う場合、生命保険料
の控除などは、その記載内容を入力して送信することに
より、これらの書類の提出、または提示を省略すること
ができます（法定申告期限から5年間保存しておく必要
があります）。
②自宅や税理士事務所からe-Taxで還付申告を行う場合、
書面で提出した場合より、還付金を早く受け取ることが
できます。
③e-Taxで納税証明書の交付請求を行うと、書面請求の
場合より手数料が安価です（電子ファイルでの交付のほ
か、書面での交付も請求できます）。
　また、スマートフォンやタブレット端末からでも納税
証明書の交付請求が行えます（税務署窓口で受け取れま

■証明書等コンビニ交付サービスを
　ご利用ください

問市民環境課 市民・年金係　   ☎35-1117（直通）
問市税務課 収納対策室　　　☎35-3737（直通）

　マイナンバーカードを利用して、市が発行する証
明書（住民票の写し、印鑑登録証明書等）を全国の
コンビニエンスストア等のマルチコピー機で取得で
きます。
【利用日時】午前 6時 30 分～午後 11 時
※年末年始を除く
※戸籍証明のみ平日午前 9時～午後 5時
【取得できる証明書】
住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍全部（一部）
事項証明書、戸籍の附票の写し、所得課税証明書、
非課税証明書

す）。
問小林税務署
☎23-3126 ※自動音声案内

税務署での相談は予約を
お願いします
　税務署での相談は、事前の予約をお願いします。
　国税について面談による相談を希望される場合や相談
内容により電話等での回答が困難な場合には、電話等で
事前に相談日時等を予約した上で、最寄りの税務署で相
談を受け付けています。ぜひ、ご利用ください。
問小林税務署
☎23-3126 ※自動音声案内

今月の表紙　≫ 今月の納税　≫

納税は口座振替が便利です。
手続きは、金融機関または市役所でできます。
※通帳と銀行印を持参してください。

3 月2 日に行われた温
おんがく

楽授業
では、真幸小学校の児童が足
湯体験を行いました。足湯か
ら上がると肌がツルツルすべ
すべに。驚きの声が上がって
いました。

令和4年度自衛官募集

　自衛隊宮崎地方協力本部小林地域事務所では、令和４
年度自衛官等各種募集を行います。
■一般曹候補生
【資格】18歳以上33歳未満の人
※32歳の人は、採用予定月の末日現在33歳に達していな
い人
【申込期限】5月10日（火）
【試験日】5月20日（金）～ 29日（日）
■幹部候補生（一般）
【資格】22歳以上26歳未満の人
【申込期限】4月14日（木）
【試験日】4月23日（土）、24日（日）
■予備自衛官補（一般・技能）
　一般の社会人や学生といった自衛官未経験者を「予備
自衛官補」として公募・採用し、教育訓練終了後、「予備
自衛官」として任用する制度です。
【資格】
［一般］18歳以上34歳未満の人
［技能］18歳以上で各種国家免許資格を有する55歳未満
の人

【申込期限】4月8日（金）
【試験日】4月11日（月）～ 17日（日）

申・問自衛隊宮崎地方協力本部 小林地域事務所 
☎22-5254

会計年度任用職員を募集します

　市では、会計年度任用職員（農地中間管理事業推進員）
を募集します。
【募集人数】1人
【業務内容】訪問による農地中間管理事業推進および集
積計画の作成、パソコン入力など
【適任要件】農地制度に関する一定程度の知識を有し、パ
ソコン（ワード・エクセル）ができる人
【報酬】5,858 ～ 6,282円
【勤務時間】午前8時30分～午後5時15分（月曜～金曜の
内、週3日程度 ※土・日、祝日、年末年始を除く）
【勤務場所】市畜産農政課
【雇用期間】4月1日～令和5年3月31日
【保険等】社会保険・雇用保険あり
【選考方法】書類選考（市様式の履歴書）と面接
※面接日時は、後日申込者に連絡します。
【申込期限】3月28日（月）午後5時まで
【申込方法】市様式の履歴書を市畜産農政課に直接提出
してください。
※市様式の履歴書は市畜産農政課で取得するか、市ホー
ムページ（https://www.city.ebino.lg.jp/）からダウンロー
ドしてください。
問市畜産農政課 担い手対策係
☎35-3744（課直通）
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イスカ

春
、
な
ん
だ
か
ウ
キ
ウ
キ
す
る
季

節
。
た
く
さ
ん
の
花
が
咲
き
、

ぽ
か
ぽ
か
陽
気
の
中
ハ
イ
キ
ン
グ
す
る

の
に
は
最
高
の
季
節
で
す
。
多
く
の
人

で
に
ぎ
わ
う
え
び
の
高
原
の
上
空
を
何

百
羽
の
群
れ
で
移
動
す
る
野
鳥
た
ち
と

出
会
い
ま
し
た
。深
紅
の
羽
を
も
つ「
イ

ス
カ
」で
す
。
国
内
で
も
出
会
え
る
機

会
が
ま
れ
な
野
鳥
で
す
が
、
昨
年
は
え

び
の
高
原
に
２
カ
月
ほ
ど
の
間
姿
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
期
間
大
き
な

レ
ン
ズ
を
装
着
し
た
カ
メ
ラ
と
三
脚
が
、

ア
カ
マ
ツ
の
前
に
並
び
壮
観
で
し
た
。

　

こ
の
野
鳥
、
良
く
見
る
と
く
ち
ば
し

の
上
下
が
互
い
違
い
に
交
差
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
が
イ
ス
カ
の
最
大
の
特
徴
。

じ
っ
く
り
観
察
し
て
い
る
と
、
松
ぼ
っ

く
り
を
こ
の
く
ち
ば
し
で「
バ
チ
ッ
バ

チ
ッ
」と
音
を
立
て
な
が
ら
中
の
実
を

食
べ
る
姿
を
見
れ
ま
し
た
。
こ
の
く
ち

ば
し
は
松
ぼ
っ
く
り
を
食
べ
る
の
に
特

別
に
進
化
し
た
形
状
の
よ
う
で
す
。

　

昨
年
は
５
月
上
旬
に
姿
を
現
し
た
イ

ス
カ
。
今
期
は
、
こ
の
美
し
い
珍
鳥
の

生
態
に
迫
る
た
め
春
の
初
め
か
ら
注
意

深
く
ア
カ
マ
ツ
の
樹
上
を
意
識
す
る
こ

と
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
文
／
え
び
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
）

写真：アカマツの梢にとまったイスカ（撮影：令和3年6月23日）

松
ぼ
っ
く
り
大
好
き
な
珍
鳥
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